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I . はじめに

留学生セ ンタ ー で は､ テ レビ会鏡システム を利用し

た 日本帝 ク ラス の試行を行な っ て い る｡

本稿で は､ 実際の 教材開発 とそ れ をま とめたマ ニ ュ

ア ル につ い て報告を行なう｡

ll .
マ ニ ュ アルより

(｢ テ レ ビ会議シス テ ム を利用 した日本帯クラス の

マ ニ ュ ア ル+ pp . 1
- 1 0

,

一

部抜粋)

1 ) テレビ会鼓システムにつ いて

新潟大学で利用 して い るテ レビ会議システム は､ モ

ニ タ ･ コ
-

デイク
･

マイク ･ ス ピ
ー

カ
ー

等が, シス テ

ム化され た も の です｡

3 本の I S D N 回線を利用 して
､ 旭町キャ ンパス と五

十嵐キャ ンパス をつ なぎ､ 音声と映像による双方向の

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを可能に して い ます｡

簡単なイメ ー ジで言う と､ テ レビ電話 の大きい もの を

遭像 して い ただく とわか りや すい です｡

なお､
3 本のI S D N 回線は

､
1 本は

､ 旭町キャ ンパ

ス から五十嵐キャ ンパス へ
､
1 本は､ 五十嵐キャ ンパ

スか ら旭町キャ ンパ ス へ と音声や映陵を送るもの です｡

もう1 本 の 回線は ､ 予備の もの で す｡

音声は､ 少 しタイ ム ラグがあり ますが , 換作方法は ､

S C S よ りず っ と簡便で
､ だれ にで も簡単にで き ます｡

テ レ ビ会耗シス テ ムを利用 して ､ 次の ようなことが

で き ます｡

Q) ミ ュ
ー ト ( 消音) : ミ ュ

ー トの ボタン を押す と相

手側 の 音声が聞こ えなく なり ます｡
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② 静止画 : 静止画のボタンを押すと相手側の 画像は

静止画になります｡

③ カメ ラの 操作

･ ズ ー ム : 相手側 の 画面も自分側の画面も両

方､ ズ
ー ム にする こ とがで きます｡

･ 角度 : 角度もズ
ー ム と同じように､ 相手側

も自分側も どちらも, 変える こ とが で きま

す｡

･ カメ ラ の 主導権 : 旭町キ ャ ンパス にも五 十

嵐キャ ンパ ス にも,
この リモ コ ンがある の

で , 両キ ャ ンパ スか ら, カメ ラの ズ
ー ムや

角度を変え た りする こ とがで きます｡
つ ま

り､ カ メ ラの 主導権を争うこ とも可能で す｡

④子画面 : ディス プレイ には､ 子画面が映り, 自分側

の 様子をモ ニ タ
ー

する ことがで きます｡
こ

の 子 画面は消す こ ともで き ます｡

2 ) 具体的な授業活用例

こ こ では ､ 従来の 遠隔授業の ための テ レビ会読シ

ステ ム の利用方法で はなく､
｢ 掴軌 の存在を利用 して ､

双方向で おこなう青学の 授業につ い て説明い た します｡

なお, 授業時間は､ すべ て, 60 分を想定して い ます｡

以下の 授業例は
､ す べ て

, 実際にテ レビ会鼓を接続 し

て , 模擬授業 として お こな っ た もの です｡ 授業の 状況

などを､
ビデオで録画 して い ますの で

, 興味の ある方

は､ 足立 まで ご連絡く ださ い
｡

r 他己 J

対象学生 : 初級
- 中級レベ ル (キヤ ン/1

o

ス 間は レベ ル

が異なっ ても問題な いが,

一

つ の キャ ンパ

ス で は, 同 じレベ ル の ほうがい い
｡)

学習目標 : ①学習者間で 必要な情報を とる｡

②自分の友だちを他人に紹介する ｡

③聞き取れなか っ た場合, もう｢ 度聞き返

す｡ また, 聞き返 し方の バ リエ
ー

シ ョ ンを

学習する
｡

授業形態:

二 人の 教師が旭町キャ ンパス , 五十嵐キャ ンパ ス に
一

人ずつ わかれて テ レビ会議システ ム を換作する｡
二 人

の教師の役割は対等｡ 学生 にさ まざまな詩学的ア ドバ

イス を与えなければ成らない の で ,
T A (指導助手)

では , 勤まらない
｡

授業の 手順:

1 . 〔準備〕

まだ､ 接続して い ない 状態で, 教師が､ 各キヤ ンパ ス

の 学生たち に
, 活動の 手順 に つ い て 説明する

｡

2 . ⇔ 〔接続〕

両方の キャ ンパス を接続 し､ 参加者全員が､ 名前､ 所

属､ 出身国につ い て だけ､ 自己紹介 を行なう｡

3 . s t o p 〔ミ ュ
ー ト/ 静止画〕

画面を静止画およ びミ ュ
ー ト (消音) に して

､ 相手側

の 声や画像を止め る｡

学生たちの座る順番を変えて ､ そ の あとで
､ 各学生は

､

隣の 人から､ 以下の 情報を とる｡

(丑 好 きな食 べ 物または､ ス ポ ー ツ は何か｡

② どう してそ の 食 べ 物また は､ ス ポ ー

ツが好き

なの か
｡

③ 先週 の 日曜日､ 何を したか｡

こ の 際, 教師は､ 学生の 日本帝レベ ル に合わせて ､ さ

まざまな手助けを行なう｡ 具体的に は, 質問の しか た､

また､ 紹介の 方法など｡ 時には､ 英爵を使っ て作業の

内容につ い て 説明する｡

4 .
⇔ 〔接続〕

両方の キャ ンパ ス を また, 接続状態 に戻す｡ 各キ ヤ ン

パ ス
､ 交替で

､ 学生たちが､

一

人ずつ ､ 先ほど､ 質問

したこ とにつ い て , 自分の友だちを紹介する形式で
,

相手側の キ ャ ンパ ス の 学生に向か っ て前明す る｡

相手側の 学生たちは ､ 紹介された人物が誰なの か を､

当て る
｡

5
.

s t o p 〔終了〕

テ レビ会読シス テム を終了させ る｡ 各教師は､ もう
一

度､ 学生たちに今日学習 した項目の復習およびフィ
ー

ドバ ッ クを行なう｡

珪蓋遡塾_工金星真塞盛え星空⊥

対象学生 : 初級 - 中級レベル (全員が同じぐらい の レ

ベ ル がいい
｡)

学習目標 : ①相手の 日本帝を 聞き取 っ て 書く ｡
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②会話文全体を予測する ｡

③聞き取れ な か っ た場合､ もう 一

度聞き返

す｡ また , 聞き返し方 の バリ エ
ー シ ョ ンを

学習す る｡

授業形態 :

二 人の 教師が旭町キ ャ ンパ ス, 五十嵐キャ ンパ ス に
一

人ずつ わ かれて テ レビ会鼓システ ムを操作する｡ 二 人

の教師の 役割は対等｡ 学生にさ まざまな青学的ア ドバ

イス を与えなければ成らない の で ,
T A (指導助手)

で は ､ 勤ま らない ｡

授業の 手順 :

1 . ⇔ 〔接続〕

両方の キャ ンパス を接続し､ 参加者全員が､ 名前､ 所

属､ 出身国などに つ い て
, 自己紹介を行なう｡

2 . s t o p 〔ミ ュ
ー

ト/ 静止画〕

画面を静止画およ びミ ュ
ー ト (消音) に して , 相手側

の 声や画像を止める｡ 教師は
, 学生たち に

､ 活動の 手

順につ い て説明する｡ そ の後で ､ 教師は､ 例1 の よう

なプリン トを学生たち に配 る｡

プリン トは , 両方の キャ ンパ ス の もの が組み合わさっ

て成り立 っ て い る会話文である｡

教師は､ 会話文 にある帝費や表現の 意味の 確認を行な

い
､ 必要ならば

, 適宜託明をする
｡ そ の 後､ 学生たち

は, 各自､ 読む練習をする｡ 教師は､ 援助の必要な学

生の 手助けを行なう｡

3 . ⇔ 〔接続〕

両方の キャ ンパ ス を また, 接続状態に戻す｡ 各キャ ン

パ ス､ 交替で ､ 自分 の プリ ン トの会話文を読む｡ もう

一

方の キ ャ ンパ ス の 学生たちは ､ 全員で ､ 読みあが れ

た会話文 を聞き取り, 空槻に書き込む
｡ 全員で相鼓 し

ながら, 書い て い く｡

4 .
⇔ 〔接続〕

完成した会話文 を利用 して , 全員で ロ
ー ル プレイ を行

なう｡ 各キヤ ンパ ス,

一

人ず つ
, 代表して ロ

ー

ル プレ

イ をする｡

5 . s t o p 〔終了〕

テ レビ会議システ ム を終了させ る｡ 各教師は
､ もう

一

度､ 学生たちに今日学習した項目の 復習およびフ ィ
ー

ドバ ックを行なう｡ また､ 質問も適宜受けつ ける｡

具体的な会蘇例: 0色町キャ ンパ ス に配るプリ ン ト)

A : ねえ, B さん , 外国帝 の勉弓剣ま目でするほ う です

か ｡ 耳です るほ うですか
｡

B :( ) ｡

A : ああ､ わたしも目か らですね｡ 文字がない とおち

つ か なくて ｡

B :( ) ｡

A : ええ｡ やっ ぱり､ 耳からおぼえて しまう人の 発音

には､ かない ませ んね｡

具体的な会話例 : ( 五十嵐キャ ン パ ス に 配るプリ ン

ト)

A : ( ) ｡

B : ああ､ わたしは, どちらか とい うと､ 目か らです

ね｡

A : ( ) ｡

B : そ うなんですよね｡ わた しも, 聞い ておぼえる の

は､ 苦手なん です｡

だか ら､ どうも発音には
､ 自信 がなくて ･ ･ ･

A : ( ) ｡

壁魁延 過 払_

対象学生: 初級 - 中級 レベ ル (全員が同じぐらい の レ

ベ ル がい い
｡)

学習目標 : ①相手の 日本語を 聞き取 る｡

② -
-
? の文 の 構成を理解する ｡

′③款話 レベル の 構成 を理解し, 文章を組み

立て る｡

授業形態 :

どちらかの キャ ンパ ス に 一

人 の 教師がい るだけで授業

が で きる
｡ 教師の い ない キャ ンパス は､

T A (指導助

辛) も しく は, テ レ ビ会議シス テ ムを操作で きる者が

い ればい い｡ テ レビ会耗シス テム は､ ずっ と接続 した

ま まで授業を進め る｡

授業の 手順 :

I
,

⇔ 〔接続〕

両方の キャ ンパ ス を接続 し
, 参加者全員が､ 名前､ 所

-
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属､ 出身国などにつ い て, 自己紹介を行なう｡ 教師は ､

両方の キャ ンパ ス の 進行役 となる
｡

2 . ⇔ 〔接続〕

教師は, 全員に活動の 手順 を説明する｡

各学生にあらか じめ用意されたカ ー ドを渡す｡

カ
ー

ドに書かれて ある内容は､

一

文 を文節ごとに 区切

っ た単帝で ある ｡

3 .
⇔ 〔接続〕

学生たちは , ひ とりずつ ､ 渡され たカ ー ドを読み あげ

て い く｡

全員で , 順番が ばらばらになっ て い る単帝を､ 相鉄し

て並び替えて ,

一

文 に完成させ る｡ この 作業をくりか

え し, す べ て の カ
ー

ドの
一

文を完成させ る
｡

4 .
⇔ 〔接続〕

次に
, 完成された⊥

文を組み合わせて ､ まとまっ た文

章になる よう全員で考える｡ 教師は､ 主導権をとらず

に
,

で きるだけ､ 学生の相敢にまか せ る｡

ただし､ 適宜､
ヒ ントを与えるよう にする

｡

5 .
⇔ 〔接続〕

まとま っ た文章にで きた ら､ 全員で読みながら確認を

する
｡

こ の 段階で､ 詩句や表現の 意味 につ い て ､ 教師は, 少

し説明を入れ る｡

学生たちに質問がないかどうかを確かめて､ 授業を終

える｡

艶 廷出__

l . ⇔ 〔接続〕

両方 の キャ ンパス を接続し, 参加者全員が､ 名前､ 所

属､ 出身国などに つ い て ､ 自己紹介を行なう｡

2 .

.
⇔ 〔接続〕

教師は , 全員 に活動 の 手順 を前明する｡

各学生にあらか じめ用意され た カ
ー

ドを渡す｡

カ ー ドに書か れて ある内容は, ∵ 文を文節ごとに区切

っ た 単帝で ある｡

3 . ⇔ 〔接続〕

学生たちは ､ ひ とりず つ
, 渡されたカ

ー

ドを読み あげ

て い く｡

全員で ､ 順番がばらばらになっ て い る単語を
､ 相談し

て並び替えて ､

一

文 に完成させ る｡ こ の 作業をくりか

え し､ す べ て の カ ー ドの
一

文を完成させ る
｡

4 . ⇔ 〔接続〕

次に, 完成された
一

文 を組み合わせて ､ まとま っ た文

章になるよう全員で考える｡ 教師は､ 主導権を とらず

に､ で き るだけ, 学生 の相談にまか せ る
｡

ただし､ 適宜,
ヒ ントを与える よう にす る｡

5 .
⇔ 〔接続〕

ま とまっ た文章にで きたら, 全員で読み ながら確認を

する ｡

こ の 段階で, 語句や 表現の 意味に つ い て , 教師は､ 少

し説明を入れる ｡

学生たちに質問がない か どうかを確かめて､ 授業を終

える
｡

‖. r 軌 を利用した コミ ュ ニケ ー ショ ンに

つ いて

テ レビ会議シス テム を使っ た 日本帝ク ラス を通して

以下の ようなこ とがわ か っ た ｡

1 .
二 つ の教皇問の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン

･ 二 つ の教室の 間に存在する距離､ すなわちテ レ ビ画

面の 存在は教室間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを,

一

つ の

独立 した教室内のコ ミ ュ ニ ケ
ー ショ ンに比 べて幾分

フ ォ
ー

マ ルで 晴れがま しい もの にする｡

･ 画面の 操作に慣れ, 相手 との 距離が縮ま るにつ れて,

テ レビ画面を通 じて隣の 教室とやり とりを して い る

ような､ 同じ場を共有 して い る ような感覚を持つ こ

とがある｡

2 . 各教室の独立したコ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

･ 教皇間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン にリ ラッ クス した雰囲

気が ある｡
こ の 状態を､ 準備の 場や フ ィ

ー

ドバ ック

の 場と して活用する こ とが可 能で ある｡

この ような ｢肘牲+ を利用 して､ 教師がさま ざまな工

夫 をする ことで､ 授業には どよい 緊張感を持続させな

がら授業を進行させ る こ とがで きる
｡

また､ ふ だん の

教室活動で は, 学生がなかなか 自分自身の 日本帝 につ

い て意識する機会がない
｡

しか し
､ テ レビ会議システ
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ム を利用する と､ テ レビの子画面に自分の 話 して い る

操子が写るので ､ これ を利用 して学生が自分自身の 日

本語を確認する こ ともで き る
｡

〟. 具体的な留意点やヒン ト

【機械操作上の 留意点】

1 . クラス を円滑 に進め るため に, 消音やカメ ラズ
ー

ムな ど, 教師や学生が機械換作に慣れなけれ ばな

らない ｡

2 . カメ ラとモ ニ タ
ー

の 配置に注意を しなけれ ばなら

ない｡ 配置が適切でない とモ ニタ
ー

画面の目線が

ずれ て しまっ て 不自然 になる｡

3 . 室内蛍光灯の 光の 加減で リモ コ ン操作がうまくで

き ない 場合がある｡

【教師の 留意点】

1 . 学生たちの 自三封生を高め るため, で きるだけ学生

同士で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンを とる ように促すよ

うに努め, 教師が学生たちの 発言を先取り しない
｡

2 . テ レビ会議システムをつ ない だり静止画像にする

こ とで
､ ク ラス の流れが合同の 一 つ のクラス と独

立下ク ラス にス イ ッ チ ン グするの で , 教師は授業

計画を綿密にたて ､ 十分把握 してお かなけれ ばな

らない
｡

3 . 教師同士 の簡単な合図を決めて おく ｡

【そ の 他の 留意点】

1 . 試行ク ラス を行なっ た経験か ら言えば､ ク ラス の

進めやすい 人数は ､ 各5 名程度で ある｡ また , 棉

互 コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンを図るためには ､
二 つ の ク

ラス の 人数が同数である ほうがい い
｡

2 . 教師たちは, 通常の 授業と異なっ た工夫や計画の

立て方が必要になる｡ また ､ テ ィ
ー

ム テ ィ
ー

チン

グの 性格上
, 教師間 の 打ち合わせ も必要 となり ､

授業準備には通常の 授業以上 の 時間が必要で あ

る
｡

V . 今後の詐溝

テレビ会読システ ム に限らず, 遠隔授業を想定 した

場合､ S C S など器材依存の 率が高くなっ てくる｡ 当

然, 教員の 器材操作 の技術も問題になっ てくる
｡

しか

し､ 今回日本帝ク ラス を試行して ､ 器材依存を前提 に,

いか に内容の 深い クラス を設計するか が重要である と

感じた｡ ありきたり なことでは あるが､ 教員がさまざ

まな授業に対する工夫や試行および授業分析 ･ 改善を

行なうこ とが遠隔授業で はさ らに重要なポイ ント とな

る｡

今後 の課題と して は, 他大学 とテ レビ会鏡シス テム

を利用 して日本帝運用力を高め る授業内容を開発する

こ とと, 安定 した遠隔授業がで きるようにある 一

定の

方法を提案する こ とを 目標 とする
｡
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